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序文
Informatica コンテンツガイドを読むと、Informatica ドメインでダウンロードおよびインストールできるコン
テンツのタイプについて確認できます。Informatica では、事前定義済みのルールと参照データのことをコン
テンツと呼びます。Informatica は、各国または事業部門向けに設計されたアクセラレータパッケージで事前
定義済みのルールをリリースしています。Informatica の参照データには、アドレス参照データファイルおよ
び ID ポピュレーションファイルが含まれます。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。
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Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network からグローバルサポートセンターに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network でオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスし、eSupport オプションを選択します。
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第  1  章

コンテンツのインストール
この章では、以下の項目について説明します。
• コンテンツの概要, 7 ページ
• インストールの概要, 8 ページ
• インストールの前提条件, 8 ページ
• ルールとマッピングオブジェクトのインポート, 14 ページ
• データドメインとデータドメイングループのインポート, 14 ページ
• 参照データファイルとその他のファイルのインストール, 15 ページ

コンテンツの概要
Informatica アプリケーションは、Data Quality ルールと参照データを使用することで、データの正確性を向
上し、データを強化し、データを標準化することができます。Informatica では、ルールおよび参照データを
総称してコンテンツと呼びます。
Informatica では、次のタイプのコンテンツを配信します。
アクセラレータ

アクセラレータは、国、地域、または業界の一般的なデータ品質の問題に対処するためのコンテンツバン
ドルです。アクセラレータには、組織内のデータを分析して強化するために使用できるマップレットとル
ールが含まれることがあります。アクセラレータには、データに含まれる情報のタイプを検出するために
使用できるデータドメインが含まれることもあります。マップレット、ルール、およびデータドメインは
モデルリポジトリに追加します。
Informatica Data Quality には、コアアクセラレータとコアデータドメインアクセラレータが含まれます。
その他のアクセラレータは、Informatica から購入してダウンロードできます。
アクセラレータの詳細については、『Data Quality アクセラレータガイド』を参照してください。

アドレス参照データファイル
アドレス参照データファイルには、国内の有効なアドレスすべてに関する情報が含まれています。アドレ
スバリデータトランスフォーメーションでは、アドレス参照データを使用して、選択した入力データの品
質を分析します。入力データとアドレス参照データが比較され、入力データで見つかった誤りが修正され
ます。
アドレス参照データを利用するには、サブスクリプションを購入します。Informatica では、新しい郵便
情報に基づいてアドレス参照データファイルを定期的に更新しています。サブスクリプションの期間内で
あれば、最新のアドレス参照データファイルをいつでもダウンロードすることができます。
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ID ポピュレーションファイル
ID ポピュレーションファイルには、個人 ID、世帯 ID、企業 ID のメタデータが含まれています。さらに、
メタデータを入力データに適用するアルゴリズムも含まれています。一致トランスフォーメーションおよ
び比較トランスフォーメーションでは、ポピュレーションファイルのデータを使用して、入力フィールド
内の ID の一致候補を解析します。

アドレス参照データ、ID ポピュレーションデータ、アクセラレータデモンストレーションデータをインストー
ルディレクトリにコピーする必要があります。Informatica Developer を使用して、アクセラレータルール、
デモンストレーションマッピング、および参照テーブルメタデータをモデルリポジトリにインポートし、参照
テーブルデータを参照データデータベースに書き込むことができます。

インストールの概要
アクセラレータルール、デモンストレーションマッピング、および参照テーブルをモデルリポジトリにインポ
ートし、参照テーブルデータを参照データデータベースに書き込むには、Informatica Developer を使用しま
す。アドレス参照データ、ID ポピュレーション、アクセラレータデモンストレーションデータをインストール
するには、ファイルをターゲットマシンに手動でコピーします。
アドレス参照データファイルおよび ID ポピュレーションファイルをインストールするときは、それらのファイ
ルをインストールするマシンにデータ統合サービスからアクセスできることを確認します。アドレス参照デー
タファイルおよび ID ポピュレーションファイルを Informatica ドメインにインストールします。
事前作成された Informatica ルールまたは参照データファイルのセットのインポートは、モデルリポジトリと
参照データデータベースに対して一度だけ行います。複数の Developer ツールユーザーまたは Analyst ツール
ユーザーによってルールまたはデータファイルのインポートが実行される場合、データはそのたびに上書きさ
れるか、同じシステム上の異なるフォルダーにインストールされます。
注: アクセラレータの参照データはすべて、モデルリポジトリ内の 1 つのプロジェクトにインストールする必
要があります。

インストールの前提条件
コンテンツをインストールする前に、インストールするコンテンツのタイプに応じた前提条件を完全に満たし
ていることを確認します。
コンテンツをインストールする前に、Informatica Data Quality または PowerCenter®のインストールを完了
しておく必要があります。

アクセラレータの前提条件
アクセラレータのリポジトリオブジェクトとデータファイルは、Informatica システムの他のオブジェクトや
ファイルと同様に動作します。いくつかのルールとガイドラインがアクセラレータのコンテンツに適用されま
す。
アクセラレータをインストールする場合は、以下のルールとガイドラインを考慮します。
• ファイルをインポートまたはコピーする前に、データ統合サービス、コンテンツ管理サービス、およびアナ

リストサービスに対するすべての特権を保有していることを確認します。
• アクセラレータを単一のモデルリポジトリプロジェクトにインポートします。アクセラレータをインポート

する前に、プロジェクトを作成します。
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• 他のアクセラレータをインストールする前に、コアアクセラレータをインストールします。
• データドメインアクセラレータをインストールする前に、コアデータドメインアクセラレータをインストー

ルします。
• 以前にインポートしたアクセラレータと共通するオブジェクトを含むメタデータファイルをインポートする

場合は、リポジトリ内のオブジェクトを置き換えます。

アドレス参照データの前提条件
アドレス参照データは、Informatica Data Quality または PowerCenter をインストールしてから、それらの
いずれかの製品にインストールします。
PowerCenter のアドレス参照データをインストールするときは、PowerCenter 統合サービスを事前に停止し
ておきます。Data Quality のアドレス参照データをインストールするときは、データ統合サービスとコンテン
ツ管理サービスを事前に停止しておきます。データをインストールした後、停止したサービスを再開します。
アドレス参照データのインストール時にサービスの停止と再開を行わない場合、アドレスバリデータトランス
フォーメーションでは、メモリに格納されている古いデータが引き続き実行されます。
アドレスバリデータトランスフォーメーションは次のアドレス参照データの種類を読み取ることができます。
アドレスコードルックアップデータ

アドレスコードルックアップデータをインストールして、入力ポートのコード値から部分的なアドレスま
たはアドレス全体を取得します。アドレスの完全性は、アドレスが属する国のアドレスコードサポートの
レベルによって決まります。入力アドレスからアドレスコードを読み取るには、［個別］ポートグループで
国固有のポートを選択します。
次の国のポートを選択できます。
• オーストリア建物レベルで住所を返します。
• ドイツ。市区町村、地方自治体、または番地レベルで住所を返します。
• 日本。一意のメールボックスレベルで住所を返します。
• 南アフリカ。番地レベルで住所を返します。
• 韓国。一意のメールボックスレベルで住所を返します。
• セルビア。番地レベルで住所を返します。
• 英国。一意のメールボックスレベルで住所を返します。
アドレスコードルックアップモードで実行されるようにトランスフォーメーションを設定した場合、アド
レスバリデータトランスフォーメーションはアドレスコードルックアップデータを読み取ります。

バッチデータと対話データ
バッチデータと対話データをインストールし、アドレスレコードのセットに対してアドレス検証を実行し
ます。バッチデータと対話データを使用し、国の郵政事業者の現行の郵便データに基づき、入力アドレス
が配送可能であり、完全であることを確認します。
バッチモードで実行するようにトランスフォーメーションを設定した場合、アドレスバリデータトランス
フォーメーションは入力アドレスごとに 1 つのアドレスを返します。対話モードで実行するようにトラン
スフォーメーションを設定した場合、アドレスバリデータトランスフォーメーションは入力アドレスごと
に 1 つ以上のアドレスを返します。

CAMEO データ
CAMEO データをインストールし、カスタマセグメント化データを居住地レコードに追加します。カスタ
マセグメント化データは、住所ごとに居住者の推定収入レベルと希望の生活様式を示しています。
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トランスフォーメーションをバッチモードまたは認証モードで実行するように設定した場合、アドレスバ
リデータトランスフォーメーションは CAMEO データを読み込みます。

認証データ
認証データをインストールし、郵政事業者が定義する認証基準にアドレスレコードが一致することを確認
します。配送ポイントデータ要素など、一意のメールボックスを識別できるデータ要素を含む場合、アド
レスは認証基準を満たします。アドレスが認証基準を満たすとき、郵政事業者は配送料を割り引きます。
次の国は認証基準を定義しています。
• オーストラリア AMAS（Address Matching Approval System/住所照合承認システム）基準で郵便を認

証します。
• カナダ SERP（Software Evaluation And Recognition Program/評価と認識のソフトウェアプログラ

ム）基準で郵便を認証します。
• フランス SNA（Service National de l'Adresse/国の住所サービス）基準で郵便を認証します。
• ニュージーランド SendRight 基準で郵便を認証します。
• 米国。CASS（Coding Accuracy Support System/符号化精度支援システム）基準で郵便を認証しま

す。
トランスフォーメーションを認証モードで実行するように設定した場合、アドレスバリデータトランスフ
ォーメーションは認証データを読み込みます。

ジオコードデータ
ジオコードデータをインストールし、アドレスレコードにジオコードを追加します。ジオコードは緯度と
経度の座標です。
トランスフォーメーションをバッチモードまたは認証モードで実行するように設定した場合、アドレスバ
リデータトランスフォーメーションは geocode データを読み込みます。

提案リストデータ
提案リストをインストールし、部分的なアドレスレコードの有効な代替バージョンを見つけます。アドレ
スレコードをリアルタイムで 1 つずつ処理するようにアドレス検証マッピングを設定する場合に、提案リ
ストのデータを使用します。アドレスバリデータトランスフォーメーションでは、部分的なアドレスのデ
ータ要素を使用し、提案リストデータで重複チェックを実行します。トランスフォーメーションは、部分
的なアドレス内の情報を含む有効なアドレスを返します。
トランスフォーメーションを提案リストモードで実行するように設定した場合、アドレスバリデータトラ
ンスフォーメーションは提案リストデータを読み込みます。

補足データ
補足データをインストールし、郵政事業者の郵便配達を支援できるアドレスレコードにデータを追加しま
す。補足データを使用して、住所を含む地理的領域または郵便区域についての情報を追加します。国によ
っては、補足データで郵便システム内のメールボックスに対する一意の識別子を提供できます。
トランスフォーメーションをバッチモードまたは認証モードで実行するように設定した場合、アドレスバ
リデータトランスフォーメーションは補足データを読み込みます。

注: トランスフォーメーションは、アドレス参照データを国認識モードや解析モードで読み取りません。
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アドレス参照データに関するルールとガイドライン
Informatica では、新しいバージョンのアドレス参照データファイルを定期的にリリースしています。特定の
国のアドレス参照データをサブスクライブすると、その国の最新のデータファイルをいつでもダウンロードし
てインストールすることができます。
アドレス参照データを使用するときは、次に挙げるルールとガイドラインを考慮してください。
• アドレス参照データのインストール中は、アドレス検証のマッピングやセッションを実行しないでくださ

い。
• アドレス参照データは、Informatica の Address Doctor 部門がリリースしています。Address Doctor で

は、各国の郵便事業者と連携してアドレス参照データを開発しています。郵便事業者のデータレコードが新
しい情報に更新されると、Address Doctor では、対応する国のアドレス参照データファイルにその情報を
追加します。

• Address Doctor は、アドレス参照データファイルを年に数回更新します。Informatica は最新の更新がダ
ウンロードできるようになったことを、電子メールで毎月お知らせいたします。

アドレスの認証に関する考慮事項
アドレスバリデータトランスフォーメーションでは、各国の郵便事業者の認証基準で必要とされるデータがア
ドレスに含まれているかどうかを示すことができます。これらの基準では、郵便物の仕分けと配達を自動化す
るために、ソフトウェアアプリケーションでアドレスの正確さを検証し、アドレスレコードを適切なフォーマ
ットで準備するように要求しています。認証された検証プロセスのデータを使用する場合は、アドレス参照デ
ータファイルを月に一度更新してください。
米国またはカナダのアドレス参照データを使用して Coding Accuracy Support System（CASS）または
Software Evaluation and Recognition Program（SERP）の基準に適合するアドレスレコードを認証する場合
は、更新後の日数が 60 日以内の参照データを使用する必要があります。

ID ポピュレーションの前提条件
ID ポピュレーションファイルは、Informatica サービスがアクセスできる場所にインストールします。
Data Quality のインストールで、データ統合サービスはポピュレーションファイルを読み取ります。ファイル
は、データ統合サービスホストマシンか、データ統合サービスがアクセスできるマシンの共有ディレクトリに
インストールします。PowerCenter のインストールで、PowerCenter 統合サービスはポピュレーションファ
イルを読み取ります。ファイルは、PowerCenter 統合サービスホストマシンか、統合サービスがアクセスでき
るマシンの共有ディレクトリにインストールします。
Informatica Data Quality は、コンテンツ管理サービスの[参照データの場所]プロパティに、ポピュレーショ
ンファイルディレクトリのパスを格納します。管理者ツールを使用してパスを検証または編集します。
データ統合サービス用マシンの次のディレクトリにポピュレーションファイルをインストールします。
[Informatica_installation_directory]/services/DQContent/INFA_Content/identity/default
ポピュレーションファイルをインストールする前に、/default/ディレクトリが存在するかを確認してください。
ポピュレーションファイルを読み取るマッピングを作成する前に、コンテンツ管理サービスの[参照データの場
所]プロパティで/default/ディレクトリの親ディレクトリが指定されていることを確認します。
PowerCenter は、[IdentityReferenceDataLocation]プロパティ（IDQTx.cfg 構成ファイル内）に、ポピュレ
ーションファイルディレクトリのパスを格納します。ファイルを開き、パスを確認または編集します。
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ID ポピュレーションファイルを PowerCenter マシンにインストールする前に、以下のルールとガイドライン
を考慮します。
• コンテンツインストーラは、PowerCenter 統合サービス用マシンの次のディレクトリにポピュレーション

ファイルを書き込みます。
<Informatica_installation_directory>/services/DQContent/INFA_Content/identity/default 
コンテンツインストーラを起動する前に、/default/ディレクトリが存在することを確認します。ポピュレー
ションファイルを読み取るセッションを実行する前に、[IdentityReferenceDataLocation]プロパティ

（IDQTx.cfg ファイル内）で/default/ディレクトリの親ディレクトリが指定されていることを確認します。
PowerCenter インストーラは IDQTx.cfg ファイルを次のパスに書き込みます。
<Informatica_installation_directory>/server/bin

• 旧バージョンの PowerCenter では、ポピュレーションファイルへのパスを SSAPR 環境変数から読み取り
ます。PowerCenter 統合サービスでは、ポピュレーションファイルの場所を IDQTx.cfg ファイルまたは
SSAPR 環境変数から読み取ります。デフォルトでは、PowerCenter 統合サービスは IDQTx.cfg ファイルか
らその場所を読み取ります。IDQTx.cfg ファイルで場所が指定されていない場合、またはファイルが存在し
ない場合、PowerCenter 統合サービスは、場所を SSAPR 環境変数から読み取ります。

• IDQTx.cfg ファイルおよび SSAPR 環境変数は、/default/ディレクトリの親ディレクトリのパスを指定しま
す。パスに/default/ディレクトリ名は含まれません。パスにスペース文字を含めることはできません。

• 現在のバージョンのポピュレーションファイルは、現在のバージョンの Informatica Data Quality および
PowerCenter で使用できます。現在のポピュレーションファイルを旧バージョンの PowerCenter で使用
するには、現在のバージョンの Data Quality 統合プラグインを PowerCenter にインストールします。
注: 現在のプラグインを PowerCenter マシンにインストールすると、オブジェクトは古いモデルリポジト
リから PowerCenter リポジトリにインポートできません。PowerCenter リポジトリにインポートしたデ
ータ品質オブジェクトは、現在のプラグインをインストールするまで引き続き使用できます。

参照テーブルデータの前提条件
参照データをインポートする前に、データ統合サービス、モデルリポジトリサービス、およびコンテンツ管理
サービスが実行されていることを確認してください。
このインポート操作によって、参照テーブルのメタデータをモデルリポジトリに書き込み、参照データの値を
参照データデータベースのテーブルに書き込みます。コンテンツ管理サービスは、参照データデータベース接
続名を格納します。参照データデータベースを単一のモデルリポジトリに関連付けます。複数のコンテンツ管
理サービスが同じモデルリポジトリを識別する場合は、これらのコンテンツ管理サービスで同じ参照データデ
ータベースを指定できます。
参照データデータベースは、以下のリレーショナルデータベースシステムで作成できます。
• IBM DB2
• Microsoft SQL Server
• Oracle
参照データデータベースが、大文字と小文字が混在する列名をサポートしていることを確認します。
データベース用に 200 MB のディスク容量が必要です。
注: コンテンツ管理サービスを実行する必要があるマシンにデータベースクライアントをインストールしてくだ
さい。
データベース設定の詳細については、データベースシステムのマニュアルを参照してください。
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IBM DB2 データベースの要件
IBM DB2 でリポジトリを設定するときには、次のガイドラインに従ってください。
• データベースユーザーアカウントに、CREATETAB および CONNECT 特権があることを確認します。
• データベースユーザーが SYSCAT.DBAUTH および SYSCAT.DBTABAUTH テーブルに対する SELECT 特権を

持っていることを確認します。
• Informatica では、リポジトリテーブルの IBM DB2 テーブルエイリアスはサポートされません。データベ

ース内でテーブルのテーブルエイリアスが作成されていないことを確認します。
• テーブルスペースの pageSize パラメータを 32768 バイトに設定します。
• NPAGES パラメータを 5000 以上に設定します。NPAGES パラメータによって、テーブルスペース内のペー

ジ数が決まります。

Microsoft SQL Server データベースの要件
リポジトリを設定する場合は、次のガイドラインに従います。
• データベースユーザーアカウントに、CONNECT および CREATE TABLE 特権があることを確認します。

Oracle データベースの要件
Oracle でリポジトリを設定する場合は、次のガイドラインに従います。
• データベースユーザーが次の特権を持っていることを確認してください。

ALTER SEQUENCE
ALTER TABLE
CREATE SEQUENCE
CREATE SESSION
CREATE TABLE
CREATE VIEW
DROP SEQUENCE
DROP TABLE

• Informatica では、リポジトリテーブルの Oracle パブリックシノニムはサポートされません。データベー
ス内でテーブルのパブリックシノニムが作成されていないことを確認します。

大文字と小文字が混在したカラム名に対するサポートのステータスの確認
大文字と小文字が混在したカラム名が参照データデータベースでサポートされているかどうかを確認するには、
Administrator ツールを使用します。
1. Administrator ツールにログインします。 
2. ［ドメイン］タブを選択し、［接続］を選択します。 
3. 参照データデータベースを選択します。 
4. データベースの［詳細接続プロパティ］を確認します。 
5. ［大文字と小文字が混在する識別子をサポート］が true に設定されていることを確認します。 

そのように設定されていない場合は、プロパティを編集します。
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ルールとマッピングオブジェクトのインポート
Developer tool を使用して、アクセラレータルール、デモンストレーションマッピング、およびマッピングデ
ータソースのメタデータをインポートします。インポート操作中に、ルールとマッピングが使用する参照デー
タファイルを選択します。
1. Developer ツールで、メタデータのターゲットプロジェクトを含むモデルリポジトリに接続します。 
2. オブジェクトエクスプローラで、ターゲットプロジェクトを選択します。 

例えば、Informatica_DQ_Content プロジェクトを選択します。必要に応じて、モデルリポジトリでプロ
ジェクトを作成します。

3. ［ファイル］ > ［インポート］を選択します。 
4. ［インポート］ダイアログボックスで、［Informatica］ > ［オブジェクトメタデータファイルのインポー

ト（詳細）］を選択します。 
5. ［次へ］をクリックします。 
6. アクセラレータディレクトリ構造で、XML メタデータファイルに移動してファイルを選択します。 
7. ［開く］をクリックし、［次へ］をクリックします。 
8. ［ソース］ペインで、プロジェクトノードの下に表示される項目を選択します。 
9. ［ターゲット］ペインで、ターゲットプロジェクトを選択します。 

10. ［ターゲットに追加］をクリックします。 
• 追加するオブジェクトがリポジトリプロジェクトに含まれる場合、Developer tool からそのオブジェ

クトを現在のオブジェクトにマージするように求められます。［はい］をクリックしてオブジェクトを
マージします。

• Developer tool からオブジェクトの名前を変更するように求められたら［いいえ］をクリックします。
• ［ソース］ペインにオブジェクトが残っている場合は、ポインタを使用してオブジェクトをターゲット

プロジェクトに移動します。
11. ［次へ］をクリックします。 
12. アクセラレータディレクトリ構造で、圧縮された参照データファイルに移動してファイルを選択します。 
13. ［開く］をクリックします。 
14. コードページが UTF-8 であることを確認し、［次へ］をクリックします。 
15. ［ターゲット接続］フィールドで、参照データデータベースを選択します。 
16. ［完了］をクリックします。 

データドメインとデータドメイングループのインポート
［設定］ダイアログボックスを使用して、データドメインとデータドメイングループのメタデータをインポート

します。インポート操作中に、データドメインが使用する参照データファイルを選択します。
1. Developer ツールで、メタデータのターゲットプロジェクトを含むモデルリポジトリに接続します。 
2. ［ウィンドウ］ > ［設定］を選択します。 
3. ［設定］ダイアログボックスで Informatica ノードを展開し、［データドメイングロッサリ］を選択しま

す。 
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4. リポジトリペインで、データドメインまたはデータドメイングループの最上位ノードを選択します。 
5. ［インポート］をクリックします。 
6. アクセラレータディレクトリ構造で、XML メタデータファイルに移動してファイルを選択します。 
7. ［開く］をクリックし、［次へ］をクリックします。 
8. ［ソース］ペインで、データドメイングロッサリプロジェクトを選択します。 
9. ［ターゲット］ペインで、ターゲットプロジェクトを選択します。 

10. ［解決］フィールドで、以下のオプションを選択します。 
［ターゲットの置換オプション］

11. ［ターゲットにコンテンツを追加］をクリックします。 
• Developer tool からオブジェクトを追加するように求められたら［はい］をクリックします。
• Developer tool からオブジェクトの名前を変更するように求められたら［いいえ］をクリックします。

12. ［次へ］をクリックします。 
13. インポート操作が依存関係を特定した場合は、ソースプロジェクトからターゲットプロジェクトに依存オ

ブジェクトをコピーします。 
14. ［次へ］をクリックします。 
15. アクセラレータディレクトリ構造で、圧縮された参照データファイルに移動してファイルを選択します。 
16. ［開く］をクリックします。 
17. コードページが UTF-8 であることを確認し、［次へ］をクリックします。 
18. ［ターゲット接続］フィールドで、参照データデータベースを選択します。 
19. ［完了］をクリックします。 

参照データファイルとその他のファイルのインストール
アドレス参照データファイル、ID ポピュレーションファイル、アクセラレータデモンストレーションデータフ
ァイルを、データ統合サービスまたは PowerCenter 統合サービスがアクセスできるマシンにインストールし
ます。
古いファイルをアンインストールする必要はありません。同じ名前のファイルで、古いファイルが置き換えら
れます。
ファイルをインストールする前に、インストールの前提条件を確認してください。
アドレス参照データをインストールした後は、インストール後の手順についても必ず確認してください。アド
レス参照データのインストール後の手順については、「インストール後の作業の概要」  (ページ 16)を参照し
てください。

参照データファイルとその他のファイルのインストール       15



第  2  章

アドレス参照データのインストー
ル後の手順

この章では、以下の項目について説明します。
• インストール後の作業の概要, 16 ページ
• アドレス参照データのプロパティ, 17 ページ
• ［設定］ウィンドウのアドレス検証のプロパティ, 21 ページ

インストール後の作業の概要
Data Quality または PowerCenter のアドレス参照データをインストールした後、アドレス検証のマッピング
またはセッションの実行時に統合サービスで使用するアドレス参照データのプロパティを設定する必要があり
ます。
また、Developer ツールでアドレス参照データの設定を確認したり編集したりすることもできます。

アドレス参照データのプロパティの設定
Data Quality または PowerCenter のアドレス参照データをインストールしたら、アドレス参照データのプロ
パティを設定します。
アドレス参照データのライセンスキー、およびアドレス参照データファイルのパスを指定します。また、
Integration Service への参照データの読み込み方法を指定します。
Data Quality のアドレス参照データをインストールする場合は、Administrator ツールを使用して Content 
Management Service でプロパティを設定します。PowerCenter のアドレス参照データをインストールする
場合は、AD50.cfg ファイルでプロパティを設定します。
アドレス参照データのインストール
アドレス参照データをインストールした後、コンテンツ管理サービスまたは AD50.cfg ファイルで、ライセン
スプロパティにデータのライセンスキーを追加します。複数のタイプのアドレス参照データをインストールす
る場合は、各タイプのライセンスキーをカンマで区切って追加します。
後で追加の参照データファイルをインストールする場合は、新しいファイルのライセンスキーを指定してライ
センスキーデータプロパティを追加します。ライセンスキーデータをカンマで区切って指定します。
アドレス参照データの更新
インストール済みの特定の国のアドレス参照データを更新するときは、新しいライセンスキーを入力する必要
はありません。その国のデータのサブスクリプションの期限が切れた場合は、ライセンスキーを変更します。
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アドレスバリデータトランスフォーメーションの詳細設定の確認
Data Quality のアドレス参照データをインストールした後、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
詳細設定を確認します。
それらの設定を編集することで、アドレス検証マッピングでのソースデータの処理がプロジェクトに適した正
しい方法で行われるようにすることができます。詳細設定はトランスフォーメーションの［詳細］タブにあり
ます。

アドレス参照データファイルのステータスの確認
Data Quality のアドレス参照データをインストールした後、データファイルのステータスを確認します。
接続しているドメインにあるアドレス参照データファイルのリストを表示することができます。ファイルのラ
イセンスが適切であること、およびアドレスバリデータトランスフォーメーションで設定した処理モードに対
応するファイルタイプであることを確認します。ファイルのリストは、Developer tool を使用して表示できま
す。
注: アドレス参照データファイルのステータスはいつでも確認できます。ステータスを定期的に確認して、イン
ストールされているアドレス参照データが最新のものであることを確認してください。

アドレス参照データのプロパティ
アドレス検証のマッピングまたはセッションを実行すると、アドレス参照データのプロパティがデータ統合サ
ービスに読み込まれます。
Data Quality でアドレス検証マッピングを実行する場合は、コンテンツ管理サービスで設定したアドレス参照
データのプロパティがデータ統合サービスに読み込まれます。Content Management Service のプロパティ
は、Administrator ツールを使用して設定します。PowerCenter でアドレス検証セッションを実行する場合
は、アドレス参照データのプロパティが AD50.cfg ファイルから Integration Service に読み込まれます。この
プロパティは、AD50.cfg ファイルを探して設定します。
アドレス検証のマッピングまたはセッションを実行する前に、ライセンスキー、参照データの場所、およびデ
ータの事前ロード値を少なくとも 1 つ入力する必要があります。必要に応じて、その他のプロパティの値を入
力することもできます。
注: アドレス参照データのプロパティの名前は、AD50.cfg ファイルと Content Management Service で対応し
ています。ただし、AD50.cfg では、スペースが省略された英語表記のプロパティ名が使用されています。例え
ば、Content Management Service で、［最大アドレスオブジェクト数］（Max Address Object Count）というプ
ロパティを設定できます。これに対応する AD50.cfg のプロパティは MaxAddressObjectCount です。
次の表に、アドレス参照データのプロパティを示します。

プロパティ 説明
ライセンス 検証の参照データを有効にするためのライセンスキー。例えば、バッチ参照データや

地理的コーディング参照データを使用する場合などには、複数のキーを持つことがで
きます。カンマで区切られたリストとして、キーを入力します。このプロパティは、
デフォルトでは空になっています。

参照データの場所 アドレス参照データファイルの場所。ファイルのフルパスを入力します。すべてのア
ドレス参照データファイルを単一の場所にインストールします。このプロパティは、
デフォルトでは空になっています。
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プロパティ 説明
事前に全体をロー
ドする国

アドレス検証の開始前にバッチ、CAMEO、認証、対話、または補足タイプの参照デ
ータをすべてメモリにロードする国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切り
リストで入力します。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。すべてのデータセッ
トをロードする場合は、「ALL」と入力します。このプロパティは、デフォルトでは空
になっています。
参照データベース全体をロードすると、パフォーマンスが向上します。米国などの国
には、大量のメモリを必要とする大きなデータベースがあります。

事前に一部をロー
ドする国

アドレス検証の開始前にバッチ、CAMEO、認証、対話、または補足タイプの参照メ
タデータとインデックス構造をメモリにロードする国のリスト。3 文字の ISO 国コー
ドをコンマ区切りリストで入力します。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。す
べてのデータセットを部分的にロードする場合は、「ALL」と入力します。このプロパ
ティは、デフォルトでは空になっています。
データベース全体をメモリにロードするのに十分なメモリがない場合は、事前に一部
をロードするとパフォーマンスが向上します。

事前にロードしな
い国

アドレス検証の開始前にバッチ、CAMEO、認証、対話、または補足タイプの参照デ
ータをメモリにロードしない国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切りリス
トで入力します。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。デフォルトは ALL です。

地理的コーディン
グ全体を事前にロ
ードする国

アドレス検証が開始される前に、すべての地理的コーディング参照データがメモリに
ロードされる国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切りリストで入力しま
す。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。すべてのデータセットをロードする場
合は、「ALL」と入力します。このプロパティは、デフォルトでは空になっています。
特定の国のアドレスを処理する場合は、その国のすべての参照データをロードすると
パフォーマンスが向上します。米国などの国には、大量のメモリを必要とする大きな
データセットがあります。

地理的コーディン
グの一部を事前に
ロードする国

アドレス検証が開始される前に、地理的コーディング参照メタデータおよびインデッ
クス構造がメモリにロードされる国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切り
リストで入力します。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。すべてのデータセッ
トを部分的にロードする場合は、「ALL」と入力します。このプロパティは、デフォル
トでは空になっています。
データベース全体をメモリにロードするのに十分なメモリがない場合は、事前に一部
をロードするとパフォーマンスが向上します。

地理的コーディン
グを事前にロード
しない国

アドレス検証が開始される前に、地理的コーディング参照データがメモリにロードさ
れない国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切りリストで入力します。例え
ば、「DEU,FRA,USA」と入力します。デフォルトは ALL です。

提案リスト全体を
事前にロードする
国

アドレス検証が開始される前に、すべての提案リスト参照データがメモリにロードさ
れる国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切りリストで入力します。例え
ば、「DEU,FRA,USA」と入力します。すべてのデータセットをロードする場合は、

「ALL」と入力します。このプロパティは、デフォルトでは空になっています。
参照データベース全体をロードすると、パフォーマンスが向上します。米国などの国
には、大量のメモリを必要とする大きなデータベースがあります。

提案リストの一部
を事前にロードす
る国

アドレス検証が開始される前に、提案リスト参照メタデータおよびインデックス構造
をメモリにロードされる国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切りリストで
入力します。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。すべてのデータセットを部分
的にロードする場合は、「ALL」と入力します。このプロパティは、デフォルトでは空
になっています。
データベース全体をメモリにロードするのに十分なメモリがない場合は、事前に一部
をロードするとパフォーマンスが向上します。
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プロパティ 説明
提案リストを事前
にロードしない国

アドレス検証が開始される前に、提案リスト参照データがメモリにロードされない国
のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切りリストで入力します。例えば、

「DEU,FRA,USA」と入力します。デフォルトは ALL です。
アドレスコード全
体を事前にロード
する国

アドレス検証が開始される前に、すべてのアドレスコードルックアップ参照データが
メモリにロードされる国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切りリストで入
力します。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。すべてのデータセットをロード
する場合は、「ALL」と入力します。このプロパティは、デフォルトでは空になってい
ます。
参照データベース全体をロードすると、パフォーマンスが向上します。米国などの国
には、大量のメモリを必要とする大きなデータベースがあります。

アドレスコードの
一部を事前にロー
ドする国

アドレス検証が開始される前に、アドレスコードルックアップ参照メタデータとイン
デックス構造がメモリにロードされる国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区
切りリストで入力します。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。すべてのデータ
セットを部分的にロードする場合は、「ALL」と入力します。このプロパティは、デフ
ォルトでは空になっています。
データベース全体をメモリにロードするのに十分なメモリがない場合は、事前に一部
をロードするとパフォーマンスが向上します。

アドレスコードを
事前にロードしな
い国

アドレス検証が開始される前に、アドレスコードルックアップ参照データがメモリに
ロードされない国のリスト。3 文字の ISO 国コードをコンマ区切りリストで入力しま
す。例えば、「DEU,FRA,USA」と入力します。デフォルトは ALL です。

事前にロードする
方法

データ統合サービスでアドレス参照データをメモリに事前にロードする方法を決定し
ます。MAP メソッドと LOAD メソッドの両方を使用してメモリブロックを割り当て、
参照データをそのブロックに読み込みます。ただし、MAP メソッドでは複数のプロセ
ス間で参照データを共有できます。デフォルトは MAP です。

最大結果カウント 提案リストモードでアドレス検証によって返される住所の最大数。1 から 100 の範囲
で最大数を設定します。デフォルトは 20 です。

メモリの使用 アドレス検証ライブラリのファイルで割り当てることができるメモリの容量（メガバ
イト）。デフォルトは 4096 です。

最大アドレスオブ
ジェクト数

同時に実行されるアドレス検証インスタンスの最大数。デフォルトは 3 です。データ
統合サービスの［最大並行処理］の値以上の値を設定します。

最大スレッド数 アドレス検証で使用できる最大スレッド数。マシン上で利用可能なコアまたはスレッ
ドの全体数を設定します。デフォルトは 2 です。
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プロパティ 説明
キャッシュサイズ 事前にロードされていないデータベースのキャッシュサイズ。事前にロードされてい

ない参照データ内のルックアップのパフォーマンスを向上させるためにキャッシュで
メモリが保持されます。
すべての参照データが事前にロードされている場合や使用するメモリ容量を削減する
必要がある場合を除き、キャッシュのサイズは LARGE に設定します。
キャッシュサイズに関する以下のいずれかのオプションを大文字で入力します。
- NONE。キャッシュがありません。 すべての参照データベースが事前にロードされ

ている場合は、「NONE」と入力します。
- SMALL。 キャッシュサイズが削減されています。
- LARGE。 標準的なキャッシュサイズです。
デフォルトは LARGE です。

SendRight レポー
トの場所

アドレス検証マッピングによって SendRight レポートとレポートに関連するログファ
イルが書き込まれる場所。SendRight レポートを生成して、一連のニュージーランド
の住所レコードが New Zealand Post の認証基準を満たすことを確認します。マッピ
ングを実行するデータ統合サービスをホストするマシン上のローカルパスを入力しま
す。
デフォルトでは、アドレス検証によってレポートファイルが Informatica インストー
ルディレクトリの bin に書き込まれます。相対パスを入力した場合、コンテンツ管理
サービスによってパスが bin ディレクトリに追加されます。

アドレス参照データのプリロードオプションに関するルールとガイドライン
アドレス参照データを読み取るマッピングを実行する場合、データ統合サービスがデータをメモリにロードす
るために使用するポリシーを確認します。ポリシーを設定するには、アドレス検証プロセスのプロパティの事
前ロードオプションを使用します。アドレス検証マッピングの実行時に、データ統合サービスはコンテンツ管
理サービスからプリロードオプションを読み取ります。
コンテンツ管理サービスでプリロードオプションを設定する場合は、以下のルールおよびガイドラインを考慮
してください。
• デフォルトで、コンテンツ管理サービスは、データをプリロードしないことを示すオプションに ALL 値を

適用します。デフォルトのオプションを受け入れる場合、データ統合サービスは、マッピングの実行時にア
ドレス参照データをディレクトリ構造から読み取ります。

• アドレス検証プロセスのプロパティでは、マッピングで指定するアドレス参照データの種類ごとにプリロー
ド方法を指定する必要があります。データ統合サービスが参照データの種類に対するプリロードポリシーを
決定できない場合、マッピングの実行時に参照データは無視されます。

• データ統合サービスは、国ごとに異なる方法でデータをロードすることができます。例えば、米国の提案リ
ストデータに完全プリロードを指定し、英国の提案リストデータに部分プリロードを指定することができま
す。

• データ統合サービスはデータの種類ごとに異なるプリロード方法を使用することができます。例えば、米国
のバッチデータに完全プリロードを指定し、米国の住所コードデータに部分プリロードを指定することがで
きます。

• 完全プリロードの設定は、部分プリロードの設定よりも優先され、部分プリロードの設定は、データのプリ
ロードをしない設定よりも優先されます。
例えば、以下のオプションを設定できます。
Full Pre-Load Geocoding Countries: DEU
No Pre-Load Geocoding Countries: ALL
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このオプションは、データ統合サービスがドイツの地理的コーディングのデータをメモリにロードし、それ
以外の国の地理的コーディングのデータはロードしないように指定します。

• データ統合サービスで、アドレス検証プロセスのプロパティに指定するアドレス参照データの種類をロード
します。データ統合サービスでは、マッピングが指定するアドレス参照データを識別するマッピングメタデ
ータを読み取りません。

［設定］ウィンドウのアドレス検証のプロパティ
アドレス検証エンジンのプロパティと、エンジンが Developer tool で読み取るアドレス参照データファイルを
表示できます。Developer tool は、データ統合サービスがアドレス検証マッピングを実行するために使用する
エンジンのプロパティを表示します。Developer tool は、アドレス検証操作を制御するコンテンツ管理サービ
スのプロパティを表示します。
Developer tool の［環境設定］ウィンドウを使用して、プロパティを確認します。［設定］ウィンドウの［コ
ンテンツステータス］オプションを選択して、現在のデータ統合サービスが使用するコンテンツ管理サービス
を特定します。プロパティを表示するには、ローカルコンテンツ管理サービスを選択します。
次のプロパティを表示できます。
アドレス検証データ

アドレス検証データのプロパティには、現在のコンテンツ管理サービスがデータ統合サービスに提供でき
る参照データの種類が表示されます。このプロパティは、参照データが適用される国も示します。

アドレス検証エンジン
アドレス検証エンジンのプロパティには、現在のエンジンバージョン、認証コンポーネントがもっとも最
近更新されたエンジン、およびデータの事前ロード方法が含まれます。

アドレス検証ライセンス
アドレス検証ライセンスのプロパティには、現在のコンテンツ管理サービスがデータ統合サービスに提供
できる参照データのライセンス情報が含まれます。

アドレス検証データのプロパティ
アドレス検証データのプロパティには、現在のコンテンツ管理サービスがデータ統合サービスに提供できる参
照データの種類が表示されます。プロパティには、参照データが適用される国も含まれます。
次の表は、［コンテンツステータス］ビューでコンテンツ管理サービスを選択したときに表示されるデータプロ
パティを示しています。

プロパティ 説明
国の ISO アドレス参照データファイルが適用される国。このプロパティには、国名を表す ISO の 3 文

字のコードが表示されます。
有効期限 現在のファイルの有効期限。Informatica はこの日に新しいファイルをリリースします。有効

期限後もアドレス参照データファイルは使用できますが、ファイル内のデータは正確でない
可能性があります。
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プロパティ 説明
国のタイプ データに対して実行可能なアドレス検証のタイプ。

処理のタイプは［全般設定］タブの［モード］オプションで選択します。選択したモードが
ドメイン上のアドレスデータファイルと対応しない場合、アドレス検証マッピングは失敗し
ます。

有効期限の
ロック解除

ライセンスの有効期限。有効期限のロック解除後はいずれのバージョンのファイルも使用で
きません。

［アドレス検証ライセンスのプロパティ］ビューの［有効期限のロック解除］プロパティと
［有効期限］プロパティは、同じ情報を表します。

開始日のロ
ック解除

［国の種類］プロパティのモードと、［国の ISO］プロパティの国に対してライセンスが有効
になる日付。開始日のロックを解除前は、いずれのバージョンのファイルも使用することは
できません。

アドレス検証ライセンスのプロパティ
アドレス検証ライセンスのプロパティには、現在のコンテンツ管理サービスがデータ統合サービスに提供でき
る参照データのライセンス情報が含まれます。
次の表は、［コンテンツステータス］ビューでコンテンツ管理サービスを選択したときに表示されるライセンス
プロパティを示しています。

プロパテ
ィ

説明

コードの
ロック解
除

［コードタイプ］プロパティに指定されたモードの参照データのロックを解除するライセンス
コード。コードの最初の 4 文字が表示され、残りの文字はマスクされます。

コードタ
イプ

ライセンスに指定されたデータに対して実行可能なアドレス検証のモード。Informatica は、
各モードに 1 つのライセンスコードを発行します。ライセンスコードは、1 つ以上の国に適用
できます。
処理のタイプは［全般設定］タブの［モード］オプションで選択します。選択したモードがド
メイン上のアドレスデータファイルと対応しない場合、アドレス検証マッピングは失敗しま
す。

国リスト ロック解除コードでロックが解除される参照データの国。
［国リスト］プロパティには、国ごとに ISO の 3 文字コードが 1 つ以上含まれています。

ステータ
ス

ライセンスコードのステータス。ライセンスファイルが有効な場合、このプロパティは OK を
返します。

有効期限 ライセンスの有効期限。
［アドレス検証データのプロパティ］ビューの［有効期限］プロパティと［有効期限のロック

解除］プロパティは、同じ情報を表します。
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アドレス検証エンジンのプロパティ
アドレス検証エンジンのプロパティには、現在のエンジンバージョン、認証コンポーネントがもっとも最近更
新されたエンジン、およびデータの事前ロード方法が含まれます。
次の表は、［コンテンツステータス］ビューでコンテンツ管理サービスを選択したときに表示されるエンジンの
プロパティを示しています。

プロパティ 値
エンジンバージョ
ン

データ統合サービスが実行するアドレス検証エンジンのバージョン。

CASS バージョン Informatica がもっとも最近 CASS 認証コンポーネントを更新したアドレス検証エン
ジンのバージョン。このプロパティを使用して、CASS 認証レポートのエンジンバー
ジョンを特定します。
このプロパティには、エンジンがサポートする CASS 認証サイクルも含まれていま
す。たとえば、エンジンが認定サイクル N をサポートしている場合があります。

AMAS バージョン Informatica がもっとも最近 AMAS 認証コンポーネントを更新したアドレス検証エン
ジンのバージョン。このプロパティを使用して、AMAS 認証レポートのエンジンバー
ジョンを特定します。

SendRight バージ
ョン

Informatica がもっとも最近 SendRight 認証コンポーネントを更新したアドレス検証
エンジンのバージョン。このプロパティを使用して、SendRight 認証レポートのエン
ジンバージョンを特定します。

SERP バージョン Informatica がもっとも最近 SERP 認証コンポーネントを更新したアドレス検証エンジ
ンのバージョン。このプロパティを使用して、SERP 認証レポートのエンジンバージ
ョンを特定します。

SNA バージョン Informatica がもっとも最近 SNA 認証コンポーネントを更新したアドレス検証エンジ
ンのバージョン。このプロパティを使用して、SNA 認証レポートのエンジンバージョ
ンを特定します。

事前にロードする
方法

参照データベースをメモリに事前ロードするためにデータ統合サービスが使用する方
法。コンテンツ管理サービスのプロパティは、データ統合サービスが事前ロードする
参照データの国を指定します。指定可能な値は MAP と LOAD です。デフォルト値は
MAP です。
MAP と LOAD どちらの方法も、メモリのブロックを割り当て、参照データをそのブロ
ックに読み込みます。ただし、MAP では複数のプロセス間で参照データを共有できま
す。

キャッシュサイズ 事前ロードしない参照データに対してデータ統合サービスで使用するデータキャッシ
ュのサイズ。指定可能な値は、NONE、SMALL、および LARGE です。デフォルト値は
LARGE です。

最大メモリ使用量 アドレス検証エンジンが割り当てることができるメモリ（MB）。デフォルト値は
4096 です。

最大アドレスオブ
ジェクト数

データ統合サービスが同時に実行できるアドレス検証インスタンスの最大数。デフォ
ルト値は 3 です。

最大スレッド数 アドレス検証で使用できる最大スレッド数。デフォルト値は 2 です。
最大結果数 提案リストモードでマッピングを実行する場合に、アドレス検証が返すことができる

アドレスの最大数。デフォルトは 20 です。このプロパティの上限は 100 です。

［設定］ウィンドウのアドレス検証のプロパティ       23



プロパティ 値
現在の日付 現在の日付。Developer tool は、現在の日付に適用されるプロパティ値を返します。
XML BOM の書き込
み

データ統合サービスが GetConfig.xml ファイルにバイトオーダーマークを書き込むか
どうかを指定します。指定可能な値は、ALWAYS、IF_NECESSARY、および NEVER で
す。デフォルト値は IF_NECESSARY です。

XML エンコード アドレス検証エンジンがデータの読み取りおよび書き込みに使用する XML エンコー
ドです。
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付 録  A

アドレスバリデータトランスフォ
ーメーションの詳細プロパティ

• アドレスバリデータトランスフォーメーションの詳細プロパティ, 25 ページ

アドレスバリデータトランスフォーメーションの詳細プロパティ
アドレスバリデータトランスフォーメーションの詳細プロパティに、トランスフォーメーションがアドレス参
照データをどのように使用するかを決定するプロパティがあります。詳細プロパティを確認するには、
Developer ツールでトランスフォーメーションを開きます。インストールしたアドレス参照データに対し、詳
細プロパティが必要な動作を定義しているかを確認します。

エイリアスの市区町村
アドレス検証で有効な市区町村のエイリアスを公式な市区町村名に置き換えるかどうかを決定します。
市区町村のエイリアスは、米国郵政公社が配達可能なアドレスの要素として認識する、市区町村の代替名です。
このプロパティは、アドレスバリ Data Transformation を設定して米国のアドレスレコードを認証モードで検
証する場合に使用できます。
以下の表に、エイリアスの市区町村のオプションを示します。

オプション 説明
オフ ［エイリアスの市区町村］プロパティを無効にします。
公式 任意の代替市区町村名または市区町村のエイリアスを公式な市区町村名に

置き換えます。デフォルトのオプションです。
維持 有効な市区町村の代替名または市区町村のエイリアスを維持します。入力

した市区町村名が有効でない場合、アドレス検証はその名前を公式名に置
き換えます。
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エイリアス番地
アドレス検証で通りのエイリアスを通りの公式名に置き換えるかどうかを決定します。
通りのエイリアスは、米国郵政公社が配達可能なアドレスの要素として認識する、通りの代替名です。このプ
ロパティは、アドレスバリ Data Transformation を設定して米国のアドレスレコードを認証モードで検証する
場合に使用できます。
以下の表に、エイリアス番地のオプションを示します。

オプション 説明
オフ プロパティを適用しません。
公式 通りの代替名または通りのエイリアスを通りの公式名に置き換えます。デ

フォルトのオプションです。
維持 有効な通りの代替名または通りのエイリアスを維持します。入力した通り

の名前が有効でない場合、アドレス検証はその名前を公式名に置き換えま
す。

大文字小文字表記
トランスフォーメーションによって出力アドレスデータに適用される大文字小文字の表記を指定します。
以下の表に、大文字小文字表記のオプションを示します。

オプション 説明
パラメータの割り当て 定義したパラメータを使用して、大文字小文字表記を設定します。
小文字 出力住所を小文字で書き込みます。
混在 可能な場合、宛先の国で使用されている大文字小文字表記を使用します。
維持 住所参照データで使用されている大文字小文字表記を適用します。 デフォ

ルトのオプションです。
変更なし 大文字小文字表記は住所に適用されません。

注: ［変更なし］オプションは、出力住所が入力住所の大文字小文字に一
致することを保証しません。アドレス検証によりアドレス要素が参照デー
タの要素で置き換えられた場合、アドレス要素は参照データに使用される
大文字小文字に従います。

大文字 出力住所を大文字で書き込みます。

大文字小文字表記は［全般設定］タブで設定することもできます。
パラメータの使用
以下のいずれかのパラメータを使用して、大文字小文字表記を指定できます。
• LOWER. 出力住所を小文字で書き込みます。
• MIXED. 可能な場合、宛先の国で使用されている大文字小文字表記を使用します。
• NATIVE. 住所参照データで使用されている大文字小文字表記を適用します。 デフォルトのオプションです。

［維持］オプションに一致します。
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• NOCHANGE. 大文字小文字表記は住所に適用されません。
• UPPER. 出力住所を大文字で書き込みます。
パラメータ値を大文字で入力します。

国
アドレスレコードが郵送される国を識別します。
リストから国を選択します。このプロパティは、デフォルトでは空になっています。

国のタイプ
完全なアドレスまたはフォーマットされたアドレス行のポート出力データの国名または略語の形式を決定しま
す。トランスフォーメーションは、選択した国の標準の形式で国名や略語を表記します。
以下の表に、国のタイプのオプションを示します。

オプション 国
ISO2 ISO の 2 文字の国コード
ISO3 ISO の 3 文字の国コード
ISO # ISO の 3 桁の国コード
略語 （将来の使用のために予約されています）
CN カナダ
DA （将来の使用のために予約されています）
DE ドイツ
EN 英国（デフォルト）
ES スペイン
FI フィンランド
FR フランス
GR ギリシア
IT イタリア
JP 日本
HU ハンガリー
KR 韓国
NL オランダ
PL ポーランド
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オプション 国
PT ポルトガル
RU ロシア
SA サウジアラビア
SE スウェーデン

デフォルトの国
アドレスレコードで宛先の国が識別されないときにトランスフォーメーションで使用されるアドレス参照デー
タセットを指定します。
リストから国を選択します。住所レコードに国情報が含まれる場合は、デフォルトオプションを使用します。
デフォルトは［なし］です。
デフォルトの国は、［全般設定］タブで設定することもできます。
パラメータの使用
パラメータを使用してデフォルトの国を指定することができます。パラメータを作成するときは、国の
ISO 3166-1 alpha-3 コードをパラメータ値として入力します。パラメータ値は大文字で入力します。例えば、
すべての住所レコードに国情報が含まれる場合は、NONE を入力します。

住所重複時の優先順位
検証するアドレスの種類を決定します。入力アドレスレコードに複数の種類の有効なアドレスデータが含まれ
るときにこのプロパティを設定します。
例えば、アドレスレコードに私書箱要素と番地要素の両方が含まれるときにこのプロパティを使用します。ア
ドレス検証で、指定したアドレスデータの種類を含むデータ要素が読み込まれます。アドレス検証では、アド
レスに含まれる互換性のないデータが無視されます。
次の表は、［住所重複時の優先順位］プロパティのオプションについて説明したものです。

オプション 説明
配送サービス 私書箱要素など、アドレスに含まれる配送サービスデータ要素を検証しま

す。
郵政 ローカルの郵政事業者が必要とするアドレス要素を検証します。デフォル

トのオプションです。
番地 住居番号や通りの名前など、アドレスに含まれる番地のデータ要素を検証

します。
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要素の略式表記
トランスフォーメーションでアドレス要素の略式表記を返すかどうかを決定します。アドレス参照データに略
式表記が含まれる場合は、略式表記を返すようにトランスフォーメーションを設定できます。
例えば、United States Postal Service（米国郵政公社）は、多くの通り名や市区町村名の長い形式と短い形式
を保持しています。HUNTSVILLE BROWNSFERRY RD の短い形式は HSV BROWNS FRY RD です。通り名や市区町村名が、米
国郵政公社の定めるフィールド長の上限を上回る場合に、［要素の略式表記］プロパティを選択できます。
このオプションはデフォルトで選択されていません。略式表記のアドレス値を返すには、このプロパティを
ON に設定します。トランスフォーメーションをバッチモードで使用すると、このプロパティは略式表記の市
区町村名と市区町村コードを返します。トランスフォーメーションを認証モードで使用すると、このプロパテ
ィは略式表記の通り名、市区町村名、市区町村コードを返します。

実行インスタンス
データ統合サービスが、現在のトランスフォーメーションで実行時に作成するスレッドの数を指定します。デ
ータ統合サービスは、トランスフォーメーションを含むマッピングの［最大並行処理］ランタイムプロパティ
をオーバーライドする場合に、この実行インスタンス数の値を考慮します。デフォルトの実行インスタンス数
の値は 1 です。
データ統合サービスでは、複数の要因を考慮して、トランスフォーメーションに割り当てるスレッド数を決定
します。主要な要因は、実行インスタンス数の値と、マッピングおよびドメイン内の関連アプリケーションサ
ービスの各値です。
データ統合サービスは、トランスフォーメーションに使用するスレッド数を計算する際に次の値を読み取りま
す。
• データ統合サービスの［最大並行処理］値。デフォルトは 1 です。
• マッピングレベルで設定された［最大並行処理］値。デフォルトは［自動］です。
• トランスフォーメーションの［実行インスタンス］値。デフォルトは 1 です。
マッピングレベルの［最大並行処理］値をオーバーライドする場合、データ統合サービスは、上記の各プロパ
ティの最低値を使用してスレッド数を決定します。
マッピングレベルでデフォルトの［最大並行処理］値を使用している場合、データ統合サービスは実行インス
タンス数の値を無視します。
データ統合サービスは、作成するスレッドの数を計算する際に、コンテンツ管理サービスの［最大アドレスオ
ブジェクト数］プロパティも考慮します。［最大アドレスオブジェクト数］プロパティは、マッピング内で同時
に実行できるアドレス検証インスタンスの最大数を決定します。［最大アドレスオブジェクト数］プロパティの
値は、データ統合サービスの［最大並行処理］の値以上である必要があります。

［実行インスタンス］プロパティのルールおよびガイドライン
実行インスタンスの数を設定する際は、以下のルールとガイドラインを考慮します。
• 複数のユーザーがデータ統合サービスに同時にマッピングを実行することがあります。正しいスレッド数を

計算するには、データ統合サービスがアクセスできる CPU 数を同時実行マッピング数で除算します。
• PowerCenter では、AD50.cfg 構成ファイルで、マッピング内で同時に実行できるアドレス検証インスタン

スの最大数を指定します。
• デフォルトの［実行インスタンス］値およびデフォルトの［最大並行処理］値を使用する場合、トランスフ

ォーメーション操作はパーティション化できません。
• 1 より大きい実行インスタンス値を設定する場合は、アドレスバリデータトランスフォーメーションをパッ

シブトランスフォーメーションからアクティブトランスフォーメーションに変更します。
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フレキシブル範囲拡大
［拡大する範囲］プロパティを設定したときにアドレスバリデータトランスフォーメーションが返すアドレスの

数に実際的な制限を与えます。提案リストモードで実行するようにトランスフォーメーションを設定するとき
に［拡大する範囲］プロパティと［フレキシブル範囲拡大］プロパティを設定できます。

［拡大する範囲］プロパティにより、入力アドレスに住居番号データが含まれないときにトランスフォーメーシ
ョンがアドレス提案を返す方法が定義されます。入力アドレスに、完全な郵便番号など、コンテキストデータ
が含まれない場合、［拡大する範囲］プロパティにより非常に似ているアドレスを大量に生成できます。［フレ
キシブル範囲拡大］プロパティは、［拡大する範囲］プロパティが 1 つのアドレスに生成するアドレスの数を制
限します。［拡大する範囲］プロパティを［すべて］に設定するとき、［フレキシブル範囲拡大］プロパティを

［オン］に設定します。
次の表は、［フレキシブル範囲拡大］プロパティのオプションをまとめたものです。

オプション 説明
オン アドレス検証は、［拡大する範囲］プロパティが提案リストに追加するア

ドレスの数を制限します。デフォルトのオプションです。
オフ アドレス検証は、［拡大する範囲］プロパティが提案リストに追加するア

ドレスの数を制限しません。

注: アドレスバリデータトランスフォーメーションは、それが提案リストに返すアドレスごとに異なる方法で
［フレキシブル範囲拡大］プロパティを適用します。トランスフォーメーションは、リストの拡大アドレスの数

に固定の制限を適用しません。トランスフォーメーションはまた、リストに含める拡大アドレスの数を計算す
るとき、［最大結果カウント］プロパティを考慮します。

Geocode データ型
アドレスバリデータトランスフォーメーションがアドレスの Geocode データを計算する方法を決定します。
ジオコードは緯度と経度の座標です。
インストールする地理的コーディング参照データに応じてトランスフォーメーションが返す地理的コーディン
グの結果です。地理的コーディング参照データの詳細については、Informatica にお問い合わせください。
次のいずれかのジオコードオプションを選択します。
到着点

建物または区画の入り口の緯度と経度の座標を返します。デフォルトのオプションです。
以下の国の住所では、到着点オプションを選択できます。
オーストラリア、オーストリア、カナダ、クロアチア、デンマーク、エストニア、フィンランド、フラン
ス、ドイツ、ハンガリー、イタリア、ラトビア、リヒテンシュタイン、リトアニア、ルクセンブルグ、メ
キシコ、モナコ、オランダ、ノルウェー、ポーランド、スロバキア、スロベニア、スウェーデン、スイス、
および米国。
到着点ジオコードを指定し、アドレスバリデータトランスフォーメーションが住所のジオコードを返せな
い場合、トランスフォーメーションは挿入ジオコードを返します。

標準
建物または区画の入り口の推定される緯度と経度の座標を返します。推定されるジオコードは挿入ジオコ
ードとも呼ばれます。
アドレスバリデータトランスフォーメーションは、参照データに登録されている最寄りのジオコードを使
用して、住所のジオコードを推定します。
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注: Informatica では、区画の中心またはルーフトップのジオコーディング用に参照データを発行しなくなりま
した。
パラメータの使用
パラメータを使用して geocode 型を指定できます。ARRIVAL_POINT または NONE を入力します。標準ジオ
コードを返すには、NONE を入力します。
パラメータ値を大文字で入力します。

グローバル最大フィールド長
アドレスの行の最大文字数を決定します。指定した以上の文字を含む出力アドレス行を書き込む場合、アドレ
スバリデータトランスフォーメーションは行のアドレス要素を短縮します。
このプロパティを使用し、アドレスの行の長さを制御します。例えば、SNA 基準の場合、アドレスの行に 38
文字を超える文字を含めることはできません。SNA 基準でアドレスを生成する場合、［グローバル最大フィー
ルド長］を 38 に設定します。
デフォルトは 1024 です。
パラメータの使用
パラメータを使用してアドレスの最大数を指定することができます。 パラメータ値を設定するには、0 から
1024 の整数を入力します。

グローバル優先記述子
アドレスバリデータトランスフォーメーションが出力データに書き込む建物の記述子、棟の記述子、および番
地の記述子の形式を決定します。宛先の国のアドレス参照データに 1 つ以上のデータ要素に対する一連の記述
子が含まれる場合は記述子を選択します。
以下の表に、このプロパティのオプションを示します。

オプション 説明
データベース 参照データベースがアドレスの要素に指定する記述子を返します。データ

ベースによってアドレスの記述子が指定されていない場合、トランスフォ
ーメーションは入力値を出力アドレスにコピーします。
Database がデフォルト値です。

完全表記 Street などのように、記述子の完全な形式を返します。
入力の維持 入力アドレスから出力アドレスに記述子をコピーします。

入力記述子が有効なバージョンではない場合、トランスフォーメーション
は参照データベースから同等の有効な記述子を返します。

略式表記 St などのように、記述子の略式表記を返します。
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入力形式の種類
フィールド化されていない入力データに含まれる最も一般的な情報の種類を示します。［入力形式の種類］プロ
パティは、入力データを住所の正式表記やフォーマットされたアドレス行ポートに接続する場合に使用します。
マッピングソリューションでの情報を最も適切に表すオプションを選択します。
次のいずれかのオプションを選択します。
• すべて
• 住所
• 組織
• 担当者
• 組織/担当者

アドレスには組織情報と担当者情報が含まれます。
• 組織/部署

アドレスには組織情報と部署情報が含まれます。
デフォルトは［すべて］です。

国を含む入力形式
入力に国のデータが含まれるかどうかを指定します。このプロパティは、入力データを［住所の正式表記］ま
たは［フォーマットされたアドレス行］ポートに接続する場合で、そのデータが国情報を含む場合に選択しま
す。
このオプションはデフォルトで選択されていません。

行セパレータ
フォーマットされたアドレスの改行を示す区切り記号を指定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
• パラメータを割り当てて行セパレータを識別する
• キャリッジリターン（CR）
• カンマ
• ラインフィード（LF）
• なし
• セミコロン
• タブ
• Windows 改行（CRLF）
デフォルトは［セミコロン］です。
行セパレータは、［全般設定］タブで設定することもできます。
パラメータの使用
パラメータを使用して行セパレータを指定することができます。 パラメータ値は大文字と小文字が区別されま
す。 パラメータ値は大文字で入力します。
次のいずれかの値を入力します。
• CR
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• CRLF
• COMMA
• LF
• PIPE
• SEMICOLON
• SPACE
• TAB

一致する代替用語
アドレス検証が入力アドレスにある代替の場所の名前（例えば同義語や歴史名など）を認識するかどうかを決
定します。このプロパティは、通り、市区町村、および地方のデータに適用されます。
注: ［一致する代替用語］プロパティは、検証されたアドレスにある代替名を維持しません。
以下の表に、一致する代替用語のオプションを示します。

オプション 説明
すべて 通りおよび場所のすべての既知の代替名を認識します。デフォルトのオプ

ションです。
アーカイブのみ 歴史名のみ認識します。例えば、「Constantinople」を「Istanbul」の古い

呼称として検証します。
なし 通りや場所の代替名を認識しません。
同義語のみ 同義語およびエクソニム（外名）のみ認識します。例えば、「Londres」を

「London」のエクソニム（外名）として検証します。

拡張アーカイブのマッチング
アドレス検証で、古くなった日本のアドレスに対する一意のデリバリポイントコードが返されるかどうかを決
定します。
日本のアドレス参照データファイルには、対応するメールボックスの現在のアドレスと共に、古くなった住所
または使用されなくなった住所のデータが格納されています。［拡張アーカイブのマッチング］プロパティを選
択した場合は、アドレス検証で現在バージョンの各住所のデリバリポイントコードが返されます。また、入力
した住所が古くなっていることを示す値も、アドレス検証によって［拡張要素の結果ステータス］ポートに書
き込まれます。
アドレス参照データから現在のアドレスを取得するには、入力要素としてアドレスコードを入力します。
次の表に、拡張アーカイブのマッチングのオプションを示します。

オプション 説明
オフ プロパティを適用しません。
オン 古くなった日本のアドレスの現在バージョンのアドレスコードを返しま

す。
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日本の場合、［拡張アーカイブのマッチング］プロパティには補足データおよびアドレスコードルックアップデ
ータが使用されます。アドレス検証でこのプロパティを適用するには、アドレスコードルックアップモードで
実行されるようにトランスフォーメーションを設定します。

一致するスコープ
トランスフォーメーションがアドレス検証中にアドレス参照データに対して一致させるデータ量を決定します。
以下の表に、一致するスコープのオプションを示します。

オプション 説明
すべて すべての選択されたポートを検証します。デフォルトのオプションです。
納入場所 ［番地］オプションで検証されるデータに加え、建物および棟のデータを

検証します。
市区町村 都道府県、市区町村、および郵便番号のデータを検証します。
番地 ［市区町村］オプションで検証されるデータに加え、番地アドレスデータ

を検証します。

最大結果カウント
アドレス検証が提案リストモードで返すことができるアドレスの最大数を決定します。
1 から 100 の範囲で最大数を設定できます。デフォルトは 20 です。
注: 提案リストモードは、アドレス参照データに対してアドレスチェックを実行し、入力アドレスに一致する可
能性のあるアドレスのリストを返します。提案リストモードのアドレスを検証すると、アドレス検証は最も一
致するものを最初に返します。
パラメータの使用
パラメータを使用してアドレスの最大数を指定することができます。 パラメータ値を設定するには、0 から
100 の整数を入力します。

モード
トランスフォーメーションが実行するアドレス分析の種類を決定します。トランスフォーメーションの［全般
設定］タブでモードを設定することもできます。
次の表は、モードメニューオプションとそれに対応する設定可能なパラメータ値をまとめたものです。

モード
の種類

説明

アドレ
スコー
ドのル
ックア
ップ

入力としてアドレスコードを提供すると、参照データから部分的なアドレスまたは完全なアド
レスを返します。 いくつかの国は、アドレスの番地、建物、または一意のメールボックスを表
すアドレスコードをサポートします。

バッチ データセットのレコードにアドレス検証を実行します。 バッチ検証では、アドレスの完全性と
配達可能性に焦点を合わせます。 バッチモードは、品質が低いアドレスの提案を返しません。
バッチはデフォルトのモードです。
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モード
の種類

説明

認証 データセットのレコードにアドレス検証を実行します。 認証基準では、各アドレスが一意のメ
ールボックスを識別することが必要です。 認証済みのアドレス検証は、オーストラリア、フラ
ンス、ニュージーランド、イギリス、および米国で実行できます。

国認識 郵便アドレスの宛先の国を特定します。 トランスフォーメーションは、国認識モードでアドレ
ス検証を実行しません。

対話型 不完全な有効アドレスを完成します。 不完全な入力アドレスが参照データの複数のアドレスに
一致すると、トランスフォーメーションは［最大結果カウント］に指定されている制限に到達
するまで、すべての有効なアドレスを返します。

解析 アドレスのフィールドにデータを解析します。 トランスフォーメーションは、解析モードでア
ドレス検証を実行しません。

提案リ
スト

入力アドレスに断片的な情報が含まれる場合に、参照データから有効なアドレスのリストを返
します。 アドレスの断片が参照データの複数のアドレスに一致すると、トランスフォーメーシ
ョンは［最大結果カウント］に指定されている制限に到達するまで、すべての有効なアドレス
を返します。

最適化レベル
トランスフォーメーションが入力アドレスデータとアドレス参照データを照合する方法を決定します。このプ
ロパティは、トランスフォーメーションが住所レコードを更新する前に、入力データと参照データの間で行う
照合のタイプを指定します。
以下の表に、最適化レベルのオプションを示します。

オプション 説明
低 トランスフォーメーションは、検証を行う前に番地情報から建物番号また

は住居番号を解析します。あるいは、入力ポート構造に従って入力アドレ
ス要素を厳密に検証します。低オプションは、アドレス検証を最速で実行
しますが、他のオプションよりも精度が低下する場合があります。

標準 トランスフォーメーションは検証を行う前に、入力データから複数の種類
の住所情報を解析します。標準オプションを選択すると、トランスフォー
メーションは複数の入力値と参照データを一致させることができる場合に
アドレスを更新します。
デフォルトは［標準］です。

高 トランスフォーメーションは標準解析設定を使用し、入力データ全体に対
して追加の解析処理を実行します。高オプションを選択すると、トランス
フォーメーションは少なくとも 1 つの入力値と参照データを一致させるこ
とができる場合にアドレスを更新します。高オプションではマッピングの
実行時間が増加します。

パラメータの使用
パラメータを使用して最適化レベルを指定することができます。 NARROW、STANDARD、または WIDE を入
力します。 パラメータ値を大文字で入力します。
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出力形式の種類
完全アドレスまたはフォーマットされたアドレス行の出力ポートにトランスフォーメーションで書き込む情報
の最も一般的な種類を示します。出力ポートに書き込む情報を示すオプションを選択します。
次のいずれかのオプションを選択します。
• すべて
• 住所
• 組織
• 担当者
• 組織/担当者

アドレスには組織情報と担当者情報が含まれます。
• 組織/部署

アドレスには組織情報と部署情報が含まれます。
デフォルトは［すべて］です。

国を含む出力形式
トランスフォーメーションで完全アドレスまたはフォーマットされたアドレス行の出力ポートに国識別データ
を書き込むかどうかを決定します。
このオプションはデフォルトで選択されていません。

優先される言語
参照データセットにデータが複数の言語で含まれている場合、アドレスバリデータトランスフォーメーション
がアドレス要素を返す際の言語を決定します。ベルギー、カナダ、中国、フィンランド、香港、アイルランド、
イスラエル、マカオ、スイス、台湾の住所には、優先言語を設定することができます。
アドレスバリデータトランスフォーメーションは、次の言語でアドレスデータを返すことができます。
• アドレス参照データの住所のデフォルト言語。デフォルト言語は、各住所が属する地域で話されている主要

言語です。
• 住所に対してアドレス参照データでサポートされている他の言語。例えば、ベルギーの参照データには、フ

ラマン語、フランス語、およびドイツ語のアドレス要素が含まれます。
アドレス参照データは、1 つのアドレス要素のデータや住所の正式表記のデータが複数の言語で記述されてい
る場合があります。例えば、アドレス検証はアイルランドのすべてのアドレス要素を英語で返すことや、番地、
市区町村、および県の情報をアイルランド語で返すこともできます。さらに、アドレス参照データは、1 つの
国のさまざまな地域の住所に対して異なるデフォルト言語を指定する場合があります。例えば、スイスの参照
データのデフォルト言語は地域ごとに異なり、フランス語、ドイツ語、イタリア語に分かれます。
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次の表に、［優先される言語］プロパティで選択できるオプションを示します。

オプション 説明
データベー
ス

アドレス参照データで指定される言語で各住所を返します。アドレス参照データでは、国の
中の地域によって住所に異なる言語が指定されていることがあります。

［データベース］はデフォルトのオプションです。
代替 1、
代替 2、
代替 3

代替言語のアドレス要素を参照データから返します。代替言語は、住所が属する国によって
異なります。

英語 参照データに英語のデータが含まれる場合、アドレス要素を英語で返します。他の住所要素
は、住所が属する地域のデフォルト言語で返します。

入力の維持 住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、ア
ドレス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース
言語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素
をデータベース言語で返します。

注: 各アドレス参照データセットには、一部の住所要素だけがデフォルトではない言語で記録されていることが
あります。プロパティで指定されている言語で記録された要素を見つけることができない場合、トランスフォ
ーメーションはデフォルト言語で記録された要素を返します。
優先される言語オプションを設定したら、［優先されるスクリプト］プロパティで指定した文字セットが想定の
出力アドレスデータと互換性があることを確認してください。
ベルギーの住所の多言語サポート
次の表に、ベルギーの住所に指定できる言語を示します。

オプショ
ン

説明

データベ
ース

デフォルト値。住所は、住所が属する地域の主要言語で返します。言語は、フラマン語、フラ
ンス語、およびドイツ語の可能性があります。

英語 アドレス参照データに英語による情報が含まれている場合、州、地域、および番地の情報を英
語で返します。
他の住所要素は、住所が属する地域の主要言語で返します。

代替 1 州、地域、および番地の情報をフラマン語で返します。
代替 2 州、地域、および番地の情報をフランス語で返します。
代替 3 州、地域、および番地の情報をドイツ語で返します。
入力の維
持

住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、アド
レス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース言
語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素をデ
ータベース言語で返します。
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カナダの住所の多言語サポート
次の表に、カナダの住所に指定できる言語を示します。

オプショ
ン

説明

データベ
ース

デフォルト値。ケベック州を除くすべての州について、英語で住所を返します。
ケベック州の住所をフランス語で返します。

英語 すべての住所を英語で返します。
代替 1 すべての住所を英語で返します。
代替 2 ケベック州の住所をフランス語で返します。

ケベック州以外の州では、トランスフォーメーションは、番地記述子、方位情報、および州名
をフランス語で返し、他の住所要素を英語で返します。

入力の維
持

住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、アド
レス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース言
語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素をデ
ータベース言語で返します。

中国の住所の多言語サポート
次の表に、中国の住所に指定できる言語を示します。

オプション 説明
データベー
ス

デフォルト値。すべての住所情報を中国語で返します。

英語 番地記述子と方位情報を英語バージョンで返します。他のすべての住所情報を中国語で返し
ます。
英語の住所要素では、市（shi）などの文字変換要素が省略されます。

代替 1 すべての住所情報をデータベース言語で返します。
代替 2 すべての住所情報をデータベース言語で返します。
代替 3 すべての住所情報をデータベース言語で返します。
入力の維持 住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、ア

ドレス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース
言語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素
をデータベース言語で返します。

優先される言語を選択する場合、次のルールとガイドラインを検討します。
• 住所を中国語で返すには、［データベース］、［代替 1］、［代替 2］、または［代替 3］を選択します。

住所を中国語の文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］プロパティを［データベース］に設定し
ます。
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• 番地記述子と方位情報を英語で返すには、［英語］を選択します。
住所をラテン文字セットまたは ASCII 文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］プロパティを［ラ
テン］または［ASCII］の値に設定します。

• 優先されるスクリプトととして［ラテン］または［ASCII］の値を選択し、優先される言語として［データ
ベース］を選択した場合、アドレス検証は住所データをピンイン式で返します。

フィンランドの住所の多言語サポート
次の表に、フィンランドの住所に指定できる言語を示します。

オプション 説明
データベー
ス

デフォルト値。すべての住所情報をフィンランド語で返します。

代替 1 すべての住所情報をデータベース言語で返します。
代替 2 番地、地域、および県の情報をスウェーデン語で返します。他のすべての情報をフィンラン

ド語で返します。
入力の維持 住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、ア

ドレス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース
言語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素
をデータベース言語で返します。

香港の住所の多言語サポート
次の表に、香港の住所に指定できる言語を示します。

オプション 説明
データベー
ス

デフォルト値。すべての住所情報を中国語で返します。

英語 すべての住所情報を英語で返します。
代替 1 すべての住所情報をデータベース言語で返します。
代替 2 すべての住所情報を英語で返します。
代替 3 すべての住所情報をデータベース言語で返します。
入力の維持 住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、

アドレス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベー
ス言語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、
要素をデータベース言語で返します。

香港の優先される言語を選択する場合、次のルールとガイドラインを検討します。
• 住所を中国語の文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］プロパティを［データベース］に設定し

ます。
• 住所をラテン文字セットまたは ASCII 文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］プロパティを［ラ

テン］または［ASCII］の値に設定します。
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• 入力データの言語は、香港の住所に対する［入力の維持］オプションの操作に影響することがあります。入
力データで 7 ビット ASCII 文字を使用していて、英語の記述子が含まれている場合、アドレス検証は入力言
語を英語として識別します。

アイルランドの住所の多言語サポート
次の表に、アイルランドの住所に指定できる言語を示します。

オプション 説明
データベー
ス

デフォルト値。すべての住所情報を英語で返します。

英語 すべての住所情報を英語で返します。
代替 1 すべての住所情報を英語で返します。
代替 2 番地、地域、および郡の情報をアイルランド語で返します。他のすべての住所情報を英語で

返します。
入力の維持 住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、ア

ドレス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース
言語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素
をデータベース言語で返します。

イスラエルの住所の多言語サポート
次の表に、イスラエルの住所に指定できる言語を示します。

オプション 説明
データベー
ス

デフォルト値。すべての住所情報をヘブライ語で返します。

英語 すべての住所情報を英語で返します。
代替 1 すべての住所情報をヘブライ語で返します。
代替 2 すべての住所情報を英語で返します。
入力の維持 住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、

アドレス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベー
ス言語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、
要素をデータベース言語で返します。

優先される言語を選択する場合、次のルールとガイドラインを検討します。
• 住所をヘブライ語の文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］プロパティを［データベース］に設

定します。
• 住所をラテン文字セットまたは ASCII 文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］プロパティを［ラ

テン］または［ASCII］の値に設定します。
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• 優先されるスクリプトとしてラテン文字セットを選択し、優先される言語としてヘブライ語を選択した場
合、アドレス検証によってヘブライ語の住所がラテン文字に変換されます。ラテン文字セットで最適な結果
を得るには、優先される言語として英語を選択してください。

マカオの住所の多言語サポート
次の表に、マカオの住所に指定できる言語を示します。

オプション 説明
データベー
ス

デフォルト値。すべての住所情報を中国語で返します。

代替 1 すべての住所情報をデータベース言語で返します。
代替 2 すべての住所情報をポルトガル語で返します。
入力の維持 住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、ア

ドレス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース
言語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素
をデータベース言語で返します。

• 住所を中国語の文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］プロパティを［データベース］に設定し
ます。

• 住所をラテン文字セットまたは ASCII 文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］プロパティを［ラ
テン］または［ASCII］の値に設定します。

• 入力データの言語は、マカオの住所に対する［入力の維持］オプションの操作に影響することがあります。
入力データで 7 ビット ASCII 文字を使用していて、ポルトガル語の記述子が含まれている場合、アドレス検
証は入力言語をポルトガル語として識別します。

スイスの多言語サポート
次の表に、スイスの住所に指定できる言語を示します。

オプショ
ン

説明

データベ
ース

デフォルト値。住所は、住所が属する地域の主要言語で返します。
たとえば、チューリッヒの住所はドイツ語で、ジュネーブの住所はフランス語で返されます。

英語 参照アドレスデータベースに英語による情報が含まれている場合、地域および州の情報を英語
で返します。
他の住所要素は、住所が属する地域の主要言語で返します。
ジュネーブやチューリッヒなどの一部の地域については市区町村情報を英語で返します。

代替 1 州および地域の情報をドイツ語で返します。
代替 2 州および地域の情報をフランス語で返します。
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オプショ
ン

説明

代替 3 州および地域の情報をイタリア語で返します。
入力の維
持

住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、アド
レス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース言
語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素をデ
ータベース言語で返します。

注: ビール/ビエンヌの住所の通り情報は、設定した代替言語でも返されます。
台湾の多言語サポート
次の表に、台湾の住所に指定できる言語を示します。

オプション 説明
データベー
ス

デフォルト値。すべての住所情報を中国語で返します。

英語 すべての住所情報を英語で返します。
入力の維持 住所情報を入力言語で返します。参照データに入力言語による住所情報が含まれる場合、ア

ドレス検証は、その言語を保持します。
アドレス検証が入力住所でサポートされる言語を複数検出した場合は、住所をデータベース
言語で返します。アドレス検証が入力された言語で要素を返すことができない場合は、要素
をデータベース言語で返します。

優先される言語を選択する場合、次のルールとガイドラインを検討します。
• 住所を中国語の文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］パラメータを［データベース］に設定し

ます。
• 住所をラテン文字セットまたは ASCII 文字セットで返すには、［優先されるスクリプト］パラメータを［ラ

テン］または［ASCII］の値に設定します。
• 入力データの言語は、台湾の住所に対する［入力の維持］オプションの操作に影響することがあります。入

力データが 7 ビット ASCII 文字を使用し、英語の記述子を含んでいる場合、アドレス検証は入力言語を英語
として識別します。

優先されるスクリプト
アドレスバリデータトランスフォーメーションが出力データに使用する文字セットを決定します。
以下の表に、このプロパティのオプションを示します。

オプション 説明
ASCII（簡易） 住所を ASCII 文字で返します。
ASCII（拡張） 住所を ASCII 文字で返し、住所内の特殊文字を展開します。例えば、Ö は

OE に置き換えられます。
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オプション 説明
データベース アドレス参照データがデフォルト言語に使用する文字セットで住所を返し

ます。
デフォルト値は［データベース］です。

ラテン ラテン文字セットで住所を返します。
ラテン（代替） 代替のラテン文字セットで住所を返します。

たとえば、文化観光部の翻字で韓国の住所を返すには、［ラテン］を指定
します。より古い ISO/TR 11941 方式の翻字で韓国の住所を返すには、［ラ
テン（代替）］を指定します。

郵政 住所が所属する地域の郵政で優先される文字で住所を返します。
郵政（代替） 住所が所属する地域の郵政が代替文字として承認している文字で住所を返

します。
入力の維持 入力アドレスで使用される文字セットでアドレスデータを返します。

トランスフォーメーションは、複数の言語および文字セットのデータを含むデータソースを処理できます。ト
ランスフォーメーションはすべての入力データを Unicode UCS-2 文字セットに変換し、データを UCS-2 形式
で処理します。データを処理した後、トランスフォーメーションは各住所レコードのデータをプロパティで指
定した文字セットに変換します。このプロセスは「翻字」と呼ばれます。
文字を変換する際、翻字では、文字セットの各文字に対応する数値表現（コード）を使用できます。また、対
応する数値表現がない文字の場合は、音写変換することもできます。アドレスバリデータトランスフォーメー
ションが文字を UCS-2 にマップできない場合、文字はスペースに変換されます。
注: トランスフォーメーションの優先言語または優先文字を更新する場合は、選択した言語と文字コードが互換
性があることを確認してください。

拡大する範囲
住居番号を指定しない番地に対してアドレスバリデータトランスフォーメーションで提案住所を返すかどうか
を決定します。トランスフォーメーションを提案リストモードで実行するときにこのプロパティを使用します。
アドレスバリデータトランスフォーメーションは、提案リストモードで部分的または不完全な番地を読み込み
ます。トランスフォーメーションはその住所とアドレス参照データを比較し、類似したすべてのデータをエン
ドユーザーに返します。入力アドレスに住居番号が含まれない場合、トランスフォーメーションは番地に対し
て 1 つまたは複数の住居番号提案を返すことができます。［拡大する範囲］プロパティにより、トランスフォー
メーションがアドレスを返す方法が決定されます。
トランスフォーメーションは 1 つのアドレスで有効な住居番号の範囲を返すことができます。あるいは、有効
な住居番号ごとにアドレスを返すことができます。トランスフォーメーションは、番地の最小の住居番号から
最高の住居番号までの範囲にある番号ごとにアドレスを返すこともできます。
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以下の表に、このプロパティのオプションを示します。

オプション 説明
すべて アドレス検証で、番地の考えられる住居番号の範囲で、すべての住居番号

に対して提案アドレスを返します。
なし アドレス検証は、番地の有効範囲にある最小の住居番号と最高の住居番号

を識別する 1 つのアドレスを返します。
有効な項目があるもののみ アドレス検証は、アドレス参照データが配達可能として識別する住居番号

ごとに提案アドレスを返します。

注: 提案リストモードでは、アドレスの他の要素を使用し、番地の有効範囲を指定できます。例えば、ZIP コー
ドにより、アドレスメールボックスを含む市のブロックを識別できる場合があります。アドレスバリデータト
ランスフォーメーションでは ZIP コードを使用し、ブロックの最小および最高の住居番号を識別できます。
トランスフォーメーションで実際的な限度内で住居番号範囲を決定できない場合、提案アドレスの番号は使用
できないサイズまで増加できます。［拡大する範囲］プロパティで生成されるアドレスの数を制限するには、

［フレキシブル範囲拡大］プロパティを［オン］に設定します。

無効なアドレスの標準化
アドレス検証プロセスで配送不可能なアドレスのデータ値を標準化するかどうかを決定します。このプロパテ
ィは、I1～I4 の範囲で照合コードのステータスを返すアドレスレコードに適用します。
データを標準化すると、後続のデータ処理で正確な結果が返される可能性が高くなります。例えば、2 つの住
所レコードが同じ形式で共通の住所要素を表している場合、重複分析マッピングの一致スコアが高くなる可能
性があります。
アドレス検証では、次のアドレス要素を標準化できます。
• road や boulevard など、通りのサフィックス要素。
• north、south、east、west など、前後の方角要素。
• 私書箱などの配達サービス要素。
• apartment、floor、suite など、棟要素。
• 都道府県の名前。標準化により、名前の短縮形が返されます。
以下の表に、このプロパティのオプションを示します。

オプション 説明
オフ アドレス検証はデータエラーを修正しません。デフォルトのオプションで

す。
オン アドレス検証はデータエラーを修正します。

パラメータの使用
データエラーの標準化ポリシーを指定するパラメータを割り当てることができます。パラメータ値として OFF
または ON を入力します。 値は大文字で入力します。
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トレースレベル
ログに含まれる詳細の量を設定します。
ログに表示するトレースレベルを設定できます。

［詳細］タブでは、以下のプロパティを設定します。
トレースレベル

このトランスフォーメーションのログに表示される情報の詳細度。Terse、Normal、Verbose 
Initialization、Verbose data から選択できます。デフォルトは［Normal］です。
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